
脱
冷
戦
と
脱
社
会
、喜我
とい
うこ
つ
の
重
要
な
機
軸を
中
心
と
し
た
国

際
社
会の
歴
史
的変
動
は 、
ア
ジ
ア
の
将
来
を
も
大
き
く
規
定
し
て
ゆ
く

もの
と
恩
わ
れ
る 。
し
か
し
な
が
ら 、

中国の
将
来
とい
う
重
要
な
問
題

を
とっ
て
み
て
も
明
ら
か
な
主つ
に 、
ア
ジ
ア
に
は
ま
だ
未
解
決の
問
題

が
数多
く
山枕
さ
れ
て
お
り 、
き
わ
め
て
流
動
的
な
状
況
下
に
あ
る
とい
え

よ
う 。

米
ア
ジ
ア
地
域の
経
済
発
展
と
その
活
力
は
依
然

と
し
て
注
H
すべ
き
もの
で
あ
り 、
間
際
社
会の
将
来
に
も多
大の
影
響

を
与
えつ
つ
あ
る 。
と
り
わ
け 、
い
わ
ゆ
る
N
I
E
S
の
な
か
で
も
もっ

と
も
順
調
な
発
展
を
遂
げつ
つ
あ
る
台
湾の
経
済
的・
社
会
的
影
響
力
は 、

今日
の
世
界
経
済の
激
しい
振
幅の
な
か
で
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
つ
つ

あ
り 、
中
国
大
陸
や
A
S
E
A
N
諸国
に
対
し
て
は
も
と
よ
り 、

最
近
で

は
欧
米
地
域
全
体
か
ら
さ
ら
に
東
欧
諸国 、
旧
ソ
述 、
モ
ン
ゴ
ル 、
北
朝

鮮
そ
し
てベ
ト

ナ
ム
に
も
及
びつ
つ
あ
る 。

同
時
に 、
台
湾の
政
治
発
民
も
き
わ
め
て
顕
著
で
あ
り 、
その
こ
と
は

政
数
政
党
制の
実
現 、
選

挙制度の
改
革
な
どの一
述の
新しい
展
開
に

よっ
て
も
知
ら
れ
てい
る 。
そ
れ
だ
け
に
台
湾の
政
治
改
革 、
忠
政
改
革

は
今
後
さ
ら
に
進
M択
す
る
もの
と
以
わ
れ 、
こ
う
し
て
台
湾は 、
学
識泣

か
な
ス
テ
イツ
マ
ン
ボ芸品
輝
総
統の
リ
ー

ダ
ーシッ

プ
の
も
と
で 、
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
新た
な
飛
陥
を
進
げ
よ
う
と
し
てい
る 。
昨
年
森
に

はい
わ
ゆ
る
「

中間敵
国
条
項」
の
廃
止 、
国
会
統一
綱
領の
採
択
を
経

て 、
中
国
大
陸
と
の
関係
に
も新
しい一
歩
が
刻
ま
れ
た 。

私た
ち
は 、
台
湾の
こ
の
よ
う
な
重
要
性
に
鑑み 、
民
間の
知
的
交
流

の
場
と
し
て一
九
八
九
年
五
月
に「ア
ジ
ア・
オ
ープ

ン・
フォ
ー

ラ
ム」

を
発
足
さ
せ 、
同
年六
月
下
旬
に
第一
回
台
北
会
議
を 、
翌
年
七
月
中
旬

に
は
第二
回
点点
会
議
を
問
俄
し
た 。
両
会
議
と
も 、

川町JVHMい
レベ
ル

で
円
台
円以
方
を
代
表
す
るメ
ンバ
ー

や
オブ
ザ
ーバ
ーの

山席
を
得て 、

率
直
な
窓
口凡
をた
た
か
わ
せ 、
川刊
任の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き 、
内

外
で
多
くの

評価
を
仰
る
こ
と
が
で
き
た 。

昨
年
九
日
卜
九
H
か
ら ・・
ト一
H
ま
で
聞
か
れ
た
第三
四
台
北
会
議
に

は
日
本を
代表する．一．
十
数名の
メンバ
ー（
同日以は
屯
井正
夫・
住
友

そ
う
し
た
な
か
で 、

台湾の重要性を再考すべきで、ある
中嶋嶺雄
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描府民

単

屯工取締役相談役、
副団長は金森久雄・
日本経済研究センター会長、

秘書長は

中曽晶雄。
メンバ
ーとしては堤清二・セゾンコーポレ
Jンヨ

ン
会長、
小林陽太郎・
出士ゼロッ
クス
社長らの
財界入、
飯田経夫・
国

際日す↑X化研究センター教授、日下公人・ソフト化
経済センター専

務時
事 、

背水
似・
大
阪
大
学教授らの
学お・
文
化人）
が
訪
台
し 、
同
際

政
治
や
世
界
経
済の
今け
の
よ
う
な変
動
期
に
おい
て 、
H
h
双
方
に
共

通
す
る
諸
問
組
会最r
h山一
に
命
じ
あい 、
ま
た
同
時に
広
く
全
世
界
に
日
を

転
じ
て
ア
ジ
ア
の
将
米
を民
望す
る
こ
と
が
で
き
た 。
と
く
に
円
台
双
万

が
今
日
の
世
界
で
共
通
に
取
り
組
むべ
き
課
題
を
傑
究
し 、
共
通の
立
場

で
ア
ジ
ア
の
平
和
と

安
定
に
貢
献
し
なけ
れ
ば
な
ら
ない
とい
う
認
識
に

台湾の重要性を再考すべきである　「サンクレール」2月-1992.03.00



到
達
し
た
こ
と
は
印
象
深
かっ
た 。

今
回の
第三
同
会
議
で
は
束
ア
ジ
ア
の
政
治
を
語
る
セッ
ション
に「一

村一
品
運
動」
や
「

地
方の
時
代」
で
知
ら
れ
る
大
分
県
知
事の
平
松守

彦
氏
が
出席
さ
れ
て
注
目
を
浴
び
た
が 、
そこ
に
は
台
湾の
日
雄の
県
長

も
来てい
た 。
従
来 、
高
雄
は
大
分
県
と
盛
ん
な
交
流
を
持っ
てい
る 。

一
方 、
大
分
県
はロ
シ
ア
共
和
国
と
も
関係
を
非
常に
強
化
し
てい
る 。

そ
う
す
る
と 、
台
湾
｜

大
分
｜ロ

シ
ア
共
和
国
とい
う
ネッ
トワ
ー
ク
が

成
立
す
る 。
こ
れ
は 、
こ
れ
ま
で
の
ア
ジ
ア
で
は
考
え
ら
れ
ない
占つ
な

新
しい
地
域レベ
ル
の
ネッ
トワ
ーク

で
あ
る 。

国辿
と
か 、

国家外
交

と
か 、
「一

つ
の
中国」
と
かいっ
た 、
既
成の
枠組
み
を
越
え
た
新
しい

動
き
で
あ
り 、
こ
こ
に
も
「

民
際」

外交の
新
しい
芽
生
え
が
あ
る
とい

、え
ト品、っ 。

今
年
は 、
日
中国
交二
O
周
年
で 、
日
中
双
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
慶
祝
行

事
を
行
な
う
予定で
あ
る
が 、
そ
れ
は
同時
に
日
台
断
交の
二
O
年
で
も

あ
る
か
ら 、
台
湾
と
の
将
米
を
どの
よ
う
に
再
構築
し
てい
くべ
き
か
と

なかじま・
みねお

1
9
3
6
（
昭
和
け）

年、

長
野
県
笠
ま

れ、

東
京
外
恒国
大
中
国
科
卒
業。

東
京
大

学
大
学
院
（
国
際
関
係
論）

修
了。

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
客
員
数
回眠、

パ
リ
政

治
学
院
教
侵
な
ど
を
経
て
現
一転。

中
国
研

究
の
第
一

人
者
と
し
て
知
ら
れ
る。

一審
魯

は
『
北
京
烈
烈』
『
香
港
l
移
り
ゆ
く
都
市

国
家』
『
中
国
に
呪
縛
さ
れ
る
日
本
己
中
国

の
悲
劇』

な
ど
多
徴。

い
う
重
要
な
問
題
に
私
た
ち
は
直
面
し
てい
る 。
し
か
も 、
こ
の
二
0
年

間
に
台
湾
を
め
ぐ
る
情勢
は
大
き
く
変
わっ
た 。
台
湾は
今
や
外
貨
準備

向
は
日
本や
ア
メ
リ
カ
会活氾い
抜い
て
世
界
都一
位 、
日
本の
貿
易
相
手

国
と
し
て
は
ド
イ
ツ
と
並
ん
で
第三
位
を競い
合っ
て
お
り 、
も
と
よ
り

日
中
貿
易
よ
り
も日
台
貿
易の
方
が
大
き
く 、
人
の
交
流
も
中
国
よ
り
も

台
湾
と
の
方
が
ずっ
と
多い 。
し
か
も
台
湾の
人
び
と
は
大変
親
目
的で

みめ
ヲ。。こ

の
よ
う
に
重
要
なパ
ー
ト

ナ
ー

で
あ
る
に
もか
か
わ
ら
ず 、
政
府
間

の
悶
交が
ない
た
め
に 、
こ
れ
まで
は
日
台
交
流
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
制約

が
あっ
た 。
日
本
政
府・
外
務
省
もこ
の
点
に
よう
や
く
気づ
きつ
つ
あ

る
が 、
こ
の
よ
う
な
欠
落
を
埋
め
る
こ
と
こ
そ
「ア

ジ
ア・
オ
ープ

ン・

フォ
ー

ラ
ム」
の
よ
う
な
民
間
団
体
が
な
すべ
き
「

民
際」
外
交の
重
要

な
課
題
だ
と
私
た
ち
は
考
え
てい
る 。

と
こ
ろ
で 、
台
湾の
支旦
輝
総
統
は 、
ア
ジ
ア
で
もっ
と
も
傑
出
し
た

知
的
リ
ー

ダ
ー

だ
と
忠
わ
れ 、
「ア

ジ
ア・
オ
ープ

ン・
フォ
ー

ラ
ム」
参

加
者
全
員
が
等
し
く
敬
愛の
気
持
ち
を
抱い
てい
る 。
私
自
身は
学者と

し
て
の
総
統
と
の
交
流の
機
会
に
恵
ま
れ 、
こ
の
正
月に
は
旧
知の
李
登

輝
総
統の
御
家
族
や
ご
く
親
しい
友
人
だ
け
の
総
統
誕
生パ
ー

ティ
ーに

招か
れ 、
翌
日
は
総
統
御
夫
婦と
私
ど
も
夫
婦だ
け
で一
泊 、
日
月
間に

遊
ん
だ 。
ク
リ
ス
チャ
ン
の
総
統
御
夫
妻
は
学
問
と
芸
術
を
愛
さ
れ
る
人

格者で
あ
り 、
た
と
え
ば
西
国
哲
学
につ
い
て
の
造
詣
とい
う
点
で
も 、

李
総
統
に
及
ぶ
学
者は
少
ない
で
あ
ろ
う 。
今
回
も音
楽
愛好
家
で
あ
る

総
統
御
夫
妻の
お
宅
で
の
夕
食
後
に 、
台
湾の
新
古
典
弦
楽
四
重
奏
団
を

私の
た
め
に
呼
ん
で
下
さ
れ 、
台
湾の

蒐渠家の
手
に
な
る
ス
ト
ラ
ディ

ヴア
リ
の
ヴァ
イ
オ
リ
ン
を
用
意
し
て
下
さっ
た
の
で 、
趣
味
で
ヴァ
イ

オ
リ
ン
を
弾
く
私
も
御
相
伴
に
あ
ず
かつ
て 、
「
トロ
イメ
ラ
イ」
と
「ア

イ
ネ・
ク
ラ
イ
ネ・
ナハ
ト・

ム
ジ
l
ク」
を
弾
か
せ
てい
た
だい
た 。

総
統
御
夫
妻
に
し
て 、
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
持つ
今日
の
新
しい
台

湾だ
け
に 、
私
た
ち
は 、
今こ
そ 、
もっ
と
も
近
く
もっ
と
も
親
目
的
な

外
国
と
し
て
の
台
湾と
の
関係
をい
ま一
度
再
考すべ
き
時
期
に
き
てい

る
とい
え
よう 。
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